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監修：国土交通省　　発行：ナスバ（（独）自動車事故対策機構）
※無断転載を禁ず

ナスバ（独立行政法人自動車事故対策機構）とは
私どもナスバは、人と車の共存を理念として、自動車事故の発生防止及びその被害者への援護のために、
次の業務を行っております。

NASVAとは、独立行政法人 自動車事故対策機構の英訳名（National Agency 
for Automotive Safety and Victims' Aid）の略称で、「ナスバ」と発音します。 

自動車事故被害者を

支える
被害者援護業務

安全情報提供業務安全指導業務

●療護施設設置・運営
●介護料支給
●育成資金貸付

自動車事故を

防ぐ
●指導講習
●適性診断
●安全マネジメント

自動車事故から　　　

守る
●自動車
　アセスメント

私たちは自動車事故対策の専門機関です。
ナスバは、自賠責保険・共済の国の運用益事業の主たる
実施主体です。
ナスバは、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故
を「防ぐ」、自動車事故から「守る」の3つの業務を一体
的に実施しています。

「0570」はナビダイヤルの番号です。
（固定電話からは通常より低額な3分
約9円の通話料でご利用できます。）
又は03-6853-8002
（通話料は通常の通話と同じ）にお電話ください。

※受付時間10：00～12：00、13：00～16：00
　（土・日・祝日・年末年始を除く）

試験映像などについてはインターネットでご覧になれます。

ナスバ（（独）自動車事故対策機構）　自動車アセスメント部
〒130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト19階
TEL：03（5608）7587　FAX：03（5608）8610

自動車アセスメント
●キーワード検索でホームページ

www.nasva.go.jp/mamoru/

チャイルドシート
安全比較BOOK

チャイルドシートアセスメント2024.3



チャイルドシートも
愛情のひとつです。

チャイルドシートを正しく使用しないと？チャイルドシートを正しく使用しないと？

（出典）JAF

チャイルドシート適正使用・誤使用別死亡重傷率の比較

ISO-FIXなら取り付けも簡単！

シートベルトを使用せず、専用の金具で座
席に固定するチャイルドシートで、誰でも
簡単・確実に取り付けることができます。
さらに、下部を支えるサポートレッグ、また
は、上部から支えるトップテザーによりぐ
らつきをなくし、しっかりと固定します。

ＩＳＯ-ＦＩＸとは？

死亡重傷
率

死亡重傷
率

約5.9倍 4.7

0.8
自動車乗車中のチャイルドシート使用状態別死亡重傷率
（2013～2022年）
※ITARDAインフォメーションNo.145データからナスバ算出

誤使用

適正
使用

チャイルドシートを正しく使用しないと、
シートから放り出されてしまうことも！ 
チャイルドシートは正しくつけましょう。

　国土交通省とナスバ（（独）自動車事故対策機構）は、市販のチャイルドシートについて前面衝突
試験と使用性について評価試験を行い、その結果を安全性能評価として公表しています。
　このパンフレットをご活用いただくことにより、大切なお子さまのために、より安全なチャ
イルドシートを選んでいただくことを願っています。

チャイルドシートを使用しないと、どうなるの？チャイルドシートを使用しないと、どうなるの？

（出典）JAF

チャイルドシートを使用しないと、お子さまは投げ出されてしまいます。

チャイルドシート
使用有無による
死亡重傷率の比較

自動車乗車中のチャイルドシート使用有無別死亡重傷率（2013～2022年）
※ITARDAインフォメーションNo.145データからナスバ算出
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使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造
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II前面衝突試験I

前面衝突試験I

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力
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その他の事象
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◎ ◎
- なし

なし なし 2015 新評価採用
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使い方
動画ありnfo

製品名※ブランド名
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優優 優

使用性評価試験
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総合評価

II前面衝突試験I

前面衝突試験I

使用性評価試験II

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
◎
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なし

◎ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ◎
◎ ◎
- なし

なし なし

使い方
動画ありnfo

製品名ブランド名

安全性能の評価の見方

2014年度までの試験結果に基づく評価の見方

2015年度から変更された項目（前面衝突試験は2014年度と同様です。）

試験結果に基づく評価を次のように
表しています。

推奨 
せず 良優 普

I 前面衝突試験の評価

24ページ参照

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

このマークは、 ＩＳＯ-ＦＩＸ固定のチャイルド
シートのうち、衝突試験結果がすべて「優」
である機種に表示しています。

アイソ フィックス

シートベルトを使用せず、専用の金
具で座席に固定するチャイルドシー
トで、誰でも簡単・確実に取り付け
ることができます。

ＩＳＯ-ＦＩＸとは？
アイソ フィックス

II 使用性評価試験
使いやすさや取り付け方な
ど使用性について内容ごと
に5点満点で点数をつけて、
評価項目ごとの平均点（５点
満点）をグラフで表示して
います。

25ページ参照

II 使用性評価試験 新
2015年度からの評価対象
製品は、項目の色が濃い色
に な り、グ ラ フ の 下 に
「2015 新評価採用」と記
載してあります。
また、使用性評価の点数は
各項目の合計点（25点満点）
で表すように変更されました。

25ページ参照

※印のついた製品は、使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。

2



チャイルドシートも
愛情のひとつです。

チャイルドシートを正しく使用しないと？チャイルドシートを正しく使用しないと？

（出典）JAF

チャイルドシート適正使用・誤使用別死亡重傷率の比較

ISO-FIXなら取り付けも簡単！

シートベルトを使用せず、専用の金具で座
席に固定するチャイルドシートで、誰でも
簡単・確実に取り付けることができます。
さらに、下部を支えるサポートレッグ、また
は、上部から支えるトップテザーによりぐ
らつきをなくし、しっかりと固定します。

ＩＳＯ-ＦＩＸとは？

死亡重傷
率

死亡重傷
率

約5.9倍 4.7

0.8
自動車乗車中のチャイルドシート使用状態別死亡重傷率
（2013～2022年）
※ITARDAインフォメーションNo.145データからナスバ算出

誤使用

適正
使用

チャイルドシートを正しく使用しないと、
シートから放り出されてしまうことも！ 
チャイルドシートは正しくつけましょう。

　国土交通省とナスバ（（独）自動車事故対策機構）は、市販のチャイルドシートについて前面衝突
試験と使用性について評価試験を行い、その結果を安全性能評価として公表しています。
　このパンフレットをご活用いただくことにより、大切なお子さまのために、より安全なチャ
イルドシートを選んでいただくことを願っています。

チャイルドシートを使用しないと、どうなるの？チャイルドシートを使用しないと、どうなるの？

（出典）JAF

チャイルドシートを使用しないと、お子さまは投げ出されてしまいます。

チャイルドシート
使用有無による
死亡重傷率の比較

自動車乗車中のチャイルドシート使用有無別死亡重傷率（2013～2022年）
※ITARDAインフォメーションNo.145データからナスバ算出

死亡重傷
率

死亡重傷
率

約3.2倍
3.2

1.0

不使用

使 用

アイソ　 フィックス

カチッ

コネクター

サポートレッグ

トップテザー

ISOバー

14.0 kg

優優 優

使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

19/2517/2520/25

総合評価

II前面衝突試験I

前面衝突試験I

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
◎
-

なし

◎ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ◎
◎ ◎
- なし

なし なし 2015 新評価採用

使用性評価試験
2015 新評価採用II

使い方
動画ありnfo

製品名※ブランド名

14.0 kg

優優 優

使用性評価試験

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

3.4/53.2/53.5/5

総合評価

II前面衝突試験I

前面衝突試験I

使用性評価試験II

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
◎
-

なし

◎ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ◎
◎ ◎
- なし

なし なし

使い方
動画ありnfo

製品名ブランド名

安全性能の評価の見方

2014年度までの試験結果に基づく評価の見方

2015年度から変更された項目（前面衝突試験は2014年度と同様です。）

試験結果に基づく評価を次のように
表しています。

推奨 
せず 良優 普

I 前面衝突試験の評価

24ページ参照

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用

このマークは、 ＩＳＯ-ＦＩＸ固定のチャイルド
シートのうち、衝突試験結果がすべて「優」
である機種に表示しています。

アイソ フィックス

シートベルトを使用せず、専用の金
具で座席に固定するチャイルドシー
トで、誰でも簡単・確実に取り付け
ることができます。

ＩＳＯ-ＦＩＸとは？
アイソ フィックス

II 使用性評価試験
使いやすさや取り付け方な
ど使用性について内容ごと
に5点満点で点数をつけて、
評価項目ごとの平均点（５点
満点）をグラフで表示して
います。

25ページ参照

II 使用性評価試験 新
2015年度からの評価対象
製品は、項目の色が濃い色
に な り、グ ラ フ の 下 に
「2015 新評価採用」と記
載してあります。
また、使用性評価の点数は
各項目の合計点（25点満点）
で表すように変更されました。

25ページ参照

※印のついた製品は、使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。

3



クルット４i/クルット５i/クルット６i
㈱カーメイト

❼ 乳児用・幼児用
（兼用タイプ）ベッド型含むクルットR� ❼

クルリラ�ビッテ�エックス

ニューウェルブランズ・ジャパン（同）

❼
クルリラ�ビッテ�エックス�AB� NEW ❽
フラディア�グロウ�ISOFIX�セーフティープラス ❽
フラディア�グロウ�ISOFIXセーフティープラス�AB� NEW ❽
フラディア�プラス� NEW ❾
クルムーヴ ISOFIX/クルムーヴ�スマートISOFIX

コンビ㈱

❾
クルムーヴ�アドバンス ❾
THE�S ❿
アーク360°

㈱カトージ
❿

アイ・アーク360°� NEW ❿
レスティロ�ISOFIX リーマン㈱ ⓫
ターンレジェネクストST� NEW ㈱シーエー産商 ⓫

カテゴリー別掲載製品一覧 2023年度試験を行った
製品です

ブランド名 製　品　名 メーカー等

カテゴリー

クルット4s/クルット5s ㈱カーメイト ⓬ 乳児用・幼児用

マイルストーン ニューウェルブランズ・ジャパン（同） ⓬

ピピデビュー リーマン㈱ ⓬

レジェ�プラス ㈱シーエー産商 ⓭

ベルト固定
タイプ

乳児専用
ベビーシートと呼ばれることもあります。

ジェム ㈱カトージ ❻
適用体重10kg未満
身長が70cm以下、
新生児から1歳ぐらい

ベルト固定
タイプ

（1台で、2通りまたは3通りの使い方ができる製品）

（1台で、2通りの使い方ができる製品）

4

NEW

ISO-FIX
固定タイプ

アイソ  フィックス



エアグル－ヴ ニューウェルブランズ・ジャパン（同） ⓰ 幼児専用ハーネスジュニアISOFIX ㈱シーエー産商 ⓰
ジュニアシート・ミニーマウス ㈱シーエー産商 ⓰
エレベート ㈱カトージ ⓱
HGデニム・ハーネス ㈱シーエー産商 ⓱
トラベルベストECプラス ㈱日本育児 ⓱
ハーネスジュニアFIX-BR ㈱シーエー産商 ⓲

ブランド名 製　品　名 メーカー等

ベルト固定
タイプ

パパット/パパット2 ㈱カーメイト ⓮ 幼児専用フォームフィット�ISOFIX�セーフティープラス ニューウェルブランズ・ジャパン（同） ⓮
ジョイトリップ�アドバンス コンビ㈱ ⓮
ハーネスジュニアISOFIX ㈱シーエー産商 ⓯
パラス�G�i-Size� NEW CTP JAPAN ㈱ ⓯
ハーネスジュニアFIX-BR ㈱シーエー産商 ⓯

カテゴリー

5

ブランド名をアルファベット順に掲載しています。
注：対象となる体重、身長、年齢は目安です。
2001 年度から試験を実施していますが、過去の製品につきましてはホームページをご覧ください。 https://www.nasva.go.jp/mamoru/

適用体重9〜18kg
身長が65〜100cm
1〜4歳ぐらい

ISO-FIX
固定タイプ

アイソ  フィックス

適用体重9〜18kg
身長が65〜100cm
1〜4歳ぐらい



タイプベルト固定タイプ

乳児専用乳児専用

破損の状況

シート背もたれの傾き

胸部に受ける力

その他の事象

頭部のはみ出し

乳児用
取り付け方向

3.7 kg

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

ジェム※

優

12/25

◎

◎

◎

◎

なし

前面衝突試験I

前面衝突試験I

乳児用総合評価

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

使用性評価試験 新II

使用性評価試験
（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg
6



タイプベルト固定タイプ

乳児専用乳児専用

乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
ベッド型含むタイプISO-FIX 固定タイプ

アイソ フィックス

使用性評価試験 新

2015 新評価採用

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

IIクルット４i/クルット５i/クルット６i※ 前面衝突試験I

◎

◎

◎

-

-

○

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I
使用性評価試験
2015 新評価採用II

総合評価

14.5 kg

良 良

22/2522/25

使い方
動画ありnfo

ISO-FIX

使用性評価試験 新

2015 新評価採用

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

IIクルットR※ 前面衝突試験I

◎

◎

◎

-

-

◎

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I
使用性評価試験
2015 新評価採用II

総合評価

15.0 kg

良

22/2523/25

ISO-FIX

優

使い方
動画ありnfo

IIクルリラ ビッテ エックス※ 前面衝突試験I

◎

◎

◎

-

-

◎

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし良優

22/2523/25

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

14.4 kg

使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

ISO-FIX 使い方
動画ありnfo

説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo 7



乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
ベッド型含むタイプISO-FIX 固定タイプ

アイソ フィックス

IIクルリラ ビッテ エックス AB※　　　　 前面衝突試験I

◎

◎

◎

-

-

◎

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし良優

23/2524/25

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

14.2 kg

使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

ISO-FIX 使い方
動画ありnfo

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

フラディア グロウ ISOFIXセーフティープラス※

前面衝突試験I

14.9kg

良 良優

22/2522/2522/25

前面衝突試験I

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用総合評価

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
○
-

なし

◎ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ○
◎ ◎
- なし

なし なし

使い方
動画ありnfo

使用性評価試験
2015 新評価採用II

2015 新評価採用

使用性評価試験 新II
ISO-FIX

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

フラディア グロウ ISOFIX セーフティープラス AB※
前面衝突試験I

15.1kg

良 良良

23/2523/2524/25

前面衝突試験I

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用総合評価

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
○
-

なし

○ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ○
◎ ◎
- なし

なし なし

使い方
動画ありnfo

使用性評価試験
2015 新評価採用II

2015 新評価採用

使用性評価試験 新II
ISO-FIX

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）
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乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
ベッド型含むタイプISO-FIX 固定タイプ

アイソ フィックス

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

フラディア プラス※
前面衝突試験I

14.7kg

良

23/2523/2524/25

前面衝突試験I

乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用総合評価

破損の状況

シート背もたれの傾き

シート底面の傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用
（ベッド型） 乳児用 幼児用
◎

◎

◎

-

-

-
◎
-

なし

◎ ◎

- -

- ◎

◎ -

◎ -

- ○
◎ ◎
- なし

なし なし

使い方
動画ありnfo

使用性評価試験
2015 新評価採用II

2015 新評価採用

使用性評価試験 新II
ISO-FIX

優 優

使用性評価試験

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II
クルムーヴ ISOFIX/クルムーヴ スマートISOFIX

前面衝突試験I

優優

4.3/54.1/5

◎

◎

◎

-

-

◎

-

なし

◎

-

-

◎

◎

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

使用性評価試験II

総合評価

12.0 kg

2015 新評価採用

1

2

3

4

5

クルムーヴ アドバンス※

◎

◎

◎

-

-

◎

-

なし

◎

-

-

○

◎

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

17/2519/25

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

10.8 kg

II 使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

使用性評価試験
2015 新評価採用II

ISO-FIX

良優

使用性評価試験
（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo 9



乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
ベッド型含むタイプISO-FIX 固定タイプ

アイソ フィックス

2015 新評価採用

1

2

3

4

5

THE S※

◎

◎

◎

-

-

○

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

18/2519/25

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

13.0 kg

良 良

II 使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

使用性評価試験
2015 新評価採用II

ISO-FIX 使い方
動画ありnfo

2015 新評価採用

1

2

3

4

5

アーク360°※

○

◎

◎

-

-

◎

-

なし

○

-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

19/2519/25

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

12.4 kg

良 普

ISO-FIX

II 使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

使用性評価試験
2015 新評価採用II

2015 新評価採用

1

2

3

4

5

アイ・アーク360°※

◎

◎

◎

-

-

○

-

なし

◎

-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

18/2518/25

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

13.8 kg

良 良

ISO-FIX

II 使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

使用性評価試験
2015 新評価採用II

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）
10



説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo

乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
ベッド型含むタイプISO-FIX 固定タイプ

アイソ フィックス

使用性評価試験

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

レスティロ ISOFIX II

◎

◎

◎

-

-

○

-

なし

◎

-

-

◎

◎

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

優

4.1/54.0/5

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

使用性評価試験II

総合評価

11.8 kg

良

ISO-FIX

2015 新評価採用

1

2

3

4

5

ターンレジェネクストST※

◎

○

○

-

-

○

-

なし

×
-

-

◎

○

◎

なし

なし

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向

前面衝突試験I

18/2519/25

乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

前面衝突試験I

総合評価

10.8 kg

推奨
せず

ISO-FIX

II 使用性評価試験 新

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

使用性評価試験
2015 新評価採用II

普

使用性評価試験
（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

11



タイプベルト固定タイプ

乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II
使い方
動画ありnfo

クルット4s/クルット5s※ 前面衝突試験I

前面衝突試験I

乳児用 幼児用

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

○ ○

- ○

◎ -

- なし

なし なし

○ ◎

◎ -
- ◎

総合評価

使用性評価試験 新

使用性評価試験
2015 新評価採用II 21/2521/25

15.3 kg

普普 2015 新評価採用

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II前面衝突試験Iマイルストーン※

乳児用 幼児用

普

13/2513/25

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

◎ ◎

◎ -

- ○

○ -

- ○

◎ ◎

- なし

なし なし前面衝突試験I

総合評価

使い方
動画ありnfo

8.2 kg

良
使用性評価試験
2015 新評価採用II

使用性評価試験 新

2015 新評価採用

使用性評価試験

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II

6.4 kg

ピピデビュー 前面衝突試験I

優 良

4.0/53.9/5

前面衝突試験I

使用性評価試験II

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

乳児用 幼児用

◎ ◎

◎ -

- ○

◎ -

- ◎

◎ ◎

- なし

なし なし

総合評価

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg
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説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo

タイプベルト固定タイプ

乳児用・幼児用（兼用タイプ）乳児用・幼児用（兼用タイプ）
使用性評価試験

（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

優

13/2516/25

前面衝突試験I

乳児用 幼児用総合評価

5.9 kg

レジェ プラス※

2015 新評価採用

前面衝突試験I

破損の状況

シート背もたれの傾き

頭部のはみ出し

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
乳児用 幼児用

◎ ×

◎ -

- ◎

◎ -

- ×

◎ ◎

- なし

なし なし

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

1

2

3

4

5

使用性評価試験
2015 新評価採用II

推奨
せず

使用性評価試験 新

13



幼児専用幼児専用

タイプISO-FIX 固定タイプ
アイソ フィックス

1

2

3

4

5

10.2 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

◎

◎

◎

◎
なし

なし

総合評価

20/25

優

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

使い方
動画ありnfo

パパット/パパット2※

1

2

3

4

5

13.2 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

◎

◎

◎

◎
なし

なし

総合評価

23/25

フォームフィット ISOFIX セーフティープラス※

優

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

使い方
動画ありnfo

1

2

3

4

5

7.3 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

◎

◎

◎

◎
なし

なし

総合評価

19/25

優

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

ジョイトリップ アドバンス※

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）
14



幼児専用幼児専用

タイプISO-FIX 固定タイプ
アイソ フィックス

使用性評価試験
（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

1

2

3

4

5

6.6 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

○

◎

◎

◎
なし

なし

総合評価

17/25

ハーネスジュニアISOFIX※

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

兼用

ベルト
固定ISO-FIX

16ページの
ベルト固定タイプと
同じ製品です。

良

ISO-FIX

1

2

3

4

5

8.7 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

◎

○

◎

◎
なし

なし

総合評価

16/25

パラス G i-Size※

使い方
動画ありnfo

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

良

ISO-FIX

1

2

3

4

5

6.8 kg

前面衝突試験I

前面衝突試験I

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

幼児用

○

◎

○

◎
なし

なし

総合評価

16/25

ハーネスジュニアFIX-BR※

普

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

II 使用性評価試験 新

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

ISO-FIX

兼用

ベルト
固定ISO-FIX

18ページの
ベルト固定タイプと
同じ製品です。

説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo 15



タイプベルト固定タイプ

幼児専用幼児専用

使用性評価試験 新II

5.4 kg

エアグル－ヴ※
前面衝突試験I

幼児用

前面衝突試験I

総合評価

14/25

良 2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

◎

◎

なし

○

◎

なし

1

2

3

4

5

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II

16/25

前面衝突試験I

前面衝突試験I

幼児用

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

×

○

なし

○

◎

なし

総合評価

使用性評価試験
2015 新評価採用II

使用性評価試験 新

2015 新評価採用推奨
せず

6.6 kg

兼用

ベルト
固定ISO-FIX

15ページの
ISO-FIXタイプと
同じ製品です。

ハーネスジュニアISOFIX※

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II

17/25

前面衝突試験I

前面衝突試験I

幼児用

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

○

○

なし

○

◎

なし

総合評価

使用性評価試験
2015 新評価採用II

使用性評価試験 新

2015 新評価採用

4.5 kg

普

ジュニアシート・ミニーマウス※

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）
16



タイプベルト固定タイプ

幼児専用幼児専用
使用性評価試験

（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

4.5 kg

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

エレベート※ II

16/25

前面衝突試験I

前面衝突試験I

幼児用

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

◎

◎

なし

×

◎

なし

総合評価

使用性評価試験
2015 新評価採用II

使用性評価試験 新

2015 新評価採用

使い方
動画ありnfo

推奨
せず

1

2

3

4

5

II

5.8kg

HGデニム・ハーネス※ 前面衝突試験I

前面衝突試験I

幼児用

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

○

○

なし

○

◎

なし

総合評価

使用性評価試験 新

14/25

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

取扱説明書等 

普

使用性評価試験

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

1

2

3

4

5

II

3.0 kg

トラベルベストECプラス

3.2/5

前面衝突試験I

前面衝突試験I

使用性評価試験II

幼児用

良

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

◎

◎

なし

○

◎

なし

総合評価

使い方
動画ありnfo

説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo 17



タイプベルト固定タイプ

幼児専用幼児専用

説明映像：使い方説明書等の動画がある場合はこのマークで表示しています。これは2015年度から評価の対象となりました。nfo

1

2

3

4

5

II

6.8 kg

ハーネスジュニアFIX-BR※ 前面衝突試験I

前面衝突試験I

幼児用

破損の状況

頭部の移動量

頭部に受ける力

胸部に受ける力

胸のたわみ

その他の事象

取り付け方向
幼児用

○

○

※１

○

◎

　 × ※2
総合評価

使用性評価試験 新

14/25

2015 新評価採用
使用性評価試験
2015 新評価採用II

本体表示 

本体の構造

着座の
させやすさ

車への装着性

推奨
せず

取扱説明書等 

※１：ダミーの胸部が大きく変形した。
※２:腹部を圧迫し、幼児の身体に傷害を
　　 与えるおそれがあった。

兼用

ベルト
固定ISO-FIX

15ページの
ISO-FIX固定タイプと
同じ製品です。

使用性評価試験
（評価の見方はP25）
II 4つの項目がすべて◎の場合（×が１つでもある場合は除く。）  4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合（×が１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合 評価項目の中で1つでも×があった場合

優 良

普 推奨 
せず 

前面衝突試験
（詳細はP24）
I

（資料提供：日本自動車工業会）

交通事故の衝撃の大きさを
知っていますか？

体重の約30倍!

万一の事故の際、ママの抱っこではお子様を守りきれません。
時速50kmの衝突時、抱いているお子様の体重は実際の約30倍にもなり、わずか5kg
の赤ちゃんでさえ約150kgにもなってしまうのです。車内のお子様を守るためにはチャイ
ルドシートが必要不可欠なのです。

製品重量：試験時のチャイルドシートの重量を  ○.○kg   で表示します。これは評価の対象とはしていません。kg

※　使用性評価試験は2015年度から採用された試験を基に評価しています。（詳細はP3、P25）

18



タイプベルト固定タイプ

幼児専用幼児専用

（資料提供：日本自動車工業会）

交通事故の衝撃の大きさを
知っていますか？

体重の約30倍!

万一の事故の際、ママの抱っこではお子様を守りきれません。
時速50kmの衝突時、抱いているお子様の体重は実際の約30倍にもなり、わずか5kg
の赤ちゃんでさえ約150kgにもなってしまうのです。車内のお子様を守るためにはチャイ
ルドシートが必要不可欠なのです。
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■ i-Sizeチャイルドシートとは？
アイ サ イ ズ

● i-Sizeチャイルドシート一覧

i-Size表示

近年、i-Sizeチャイルドシートが市販されています。i-Sizeチャイルドシートでは、
ミスユースを防ぐため、誰でも簡単・確実に取り付けることができるISO-FIX
固定方式となっています。また、より精密に体にかかる負荷を計測できるダ
ミーを用いて、従来の前面衝突試験だけでなく、側面衝突試験も採用され、
従来の安全基準以上に安全性の向上が求められています。
なお、i-Sizeチャイルドシートでは、首の発達を保護するため、生後15ヶ月
までは後ろ向きでの使用が義務付けられています。

ブランド名 ブランド名 製品名製品名

エアキャリー、クルリラ ビッテ エックス、
クルリラ プライト、
フォームフィット ISOFIX セーフティープラス、
マモリラ、ライドクルー ISOFIX、リライド

クレイドルオーカクルターンプライムi-Size、
クレイドルハイバックジュニアi-Size、
クレイドルハーネスジュニアi-Size

クラウド G i-Size、クラウド T i-Size、
パラス G i-Size、
シローナ Gi i-Size、
シローナ G i-Size(セパレートモデル)、
シローナ T i-Size

ターンレジェネクスト/ミッキーマウス、
ハイバックFIX ／ミッキー（キャンプ）、
ハイバックFIX ／ミッキー（スマイル）、
ハイバックジュニアi-Sizeシルエットミッキー、
ハーネスジュニアFIXネクスト/ミッキーマウス、
ハーネスジュニアi-Size/ミッキーマウス

アイ・アーク360°キャノピー付、
アイスナグ2、アイ・トレバー、
アイトリロ、
アイベースラックス2、
スピン360Gti

エースラックス、トドル・ネクスト、
ピパ・ネクストN、マイティ、
ベース・ネクスト

SAターンレジェネクストキャノピー、
SAターンレジェネクストST、
SAハイバックジュニア、
SAハイバックFIXネクスト、
SAハーネスジュニアFIXネクスト

パパットR

ジョイトリップ アドバンス

ブライトベビーキャリー、
メイティハイバック、
メイティハーネスジュニア

TOM'SハイバックFIXリクライニング、

TOM'Sハーネスジュニアリクライニング

2024年3月末現在

カイナロングR129、
ハイバックジュニアISOFIX R129 、
ビットターンR129 、フィーカ・エボルブR129 、
ラクール、R129ターンISOFIX グランマ

チャイルドシートは正しい知識で安全に利用しよう

ベルトストッパー

このマークは、ISO-FIX固定方式のチャイルドシートのうち、衝突試
験結果がすべて「優」である製品に表示しています。

アイソ フィックス

アイソ フィックス

■ ISO-FIXゴールドマークについて

より安全なISO-FIX固定方式のチャイルドシートを使用しましょう。

■ベルト固定方式のチャイルドシートとは？

■ ISO-FIX固定方式のチャイルドシートとは？

自動車のシートベルトを用いて座席に固定する方法です。取扱説明書に従
いしっかりと固定することが必要です。前向きのチャイルドシートの場合は、
取り付けられたチャイルドシートの上端部に前方向に力を加えても大きく動
かないよう（揺れは約30mm以内が目安）しっかり固定しましょう。ベルト
ストッパーがある場合、先にチャイルドシートに体重をかけ、車両の腰ベル
トのみで固定できるぐらいに車両ベルトを引っ張り、ベルトストッパーで留め
るとうまくできます。

■取り付け状況調査
　結果一覧

しっかり取付け

ミスユースあり

合　計

67.3％

32.7％

100.0％

56.8％

43.2％

100.0％

61.9％

38.1％

100.0％

乳児用 幼児用 合計

従来の多くのチャイルドシートは、自動車のシートベルトを用いて座席に固定する方法ですが、シートベルトを
用いて座席に固定する方法では誤った取り付けによる使用（ミスユース）が多く、その状態では、本来の安全
性能を発揮できないことがあります。そのため、2006年10月にチャイルドシートに関する基準見直しが行われ、
共通取付具（ISO-FIX）により自動車側の座席とチャイルドシートを固定するタイプが市販されています。また、
2012年7月以降新たに市販されている乗用車（乗車定員10人未満）には、ISO-FIXチャイルドシート対応
の共通取付具が必ず装備されています。（2012年7月以前の乗用車にも共通取付具が装備されている車種も
あります。）
ISO-FIXチャイルドシートは取り付けが簡単なことから、自動車のシートベルトを用いて座席に固定するタイプ
に比べ、取り付け時のミスユースが少ないとされています。
誰でも簡単・確実に取り付けることができるより安全なISO-FIXチャイルドシートを使用しましょう。

シートベルトを使用せず、専用の金具で座席
に固定するチャイルドシートで、誰でも簡
単・確実に取り付けることができます。
さらに、下部を支えるサポートレッグ、また
は、上部から支えるトップテザーによりぐら
つきをなくし、しっかりと固定します。

ISO-FIXなら取り付けも簡単！
ＩＳＯ-ＦＩＸとは？

カチッ

ISOバー コネクター

サポートレッグ

トップテザー

アイソ　 フィックス

チャイルドシート側 ISO-FIXコネクター

2023年チャイルドシート取付状況調査（警察庁・JAF合同調査）

車両側 ISO-FIXバー例
ISO-FIX 表示例
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■ i-Sizeチャイルドシートとは？
アイ サ イ ズ
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後部座席に取り付けよう
助手席にエアバッグが装備されている場合
に、助手席に後向きチャイルドシートを取り
付けることは、極めて危険ですので絶対に
やめましょう。

●乳児は、骨格等が未発達のため、頭部か
ら背中にかけて体全体で支えられるように、
乳児用チャイルドシートを使用します。
●乳児用チャイルドシートは後ろ向きまたは
横向きに取り付けます。

●幼児が自分で座れるようになったら、幼児
用チャイルドシートを使用します。
●幼児用チャイルドシートは前向きに取り付
けます。

やけどに注意
炎天下での駐車時には、チャイルドシート本体、バックル、ベルトの金
具部分などが熱くなり、やけどするおそれがあります。お子さまを着
座させる際には、各部に触れて、確認した上で使用しましょう。

チャイルドシートは、お子さまの成長に合わせて変更することが必要になります。
兼用タイプは、装着の仕方や使用方法が使用時期によって異なりますので、変更する時期を間違えないように注意しましょう。
下図はチャイルドシート変更時期の目安です。

0歳 1歳
ごろ

2歳 3歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 12歳
ごろ

4歳
ごろ

体重10kg未満
身長70cm以下

体重9kg以上18kg以下
身長65～100cm以下

身長150cm以下

使用義務期間

学童用幼児用乳児用

乳児・幼児兼用タイプ

幼児・学童兼用タイプ

お子さまの体格による使い分け

チャイルドシート交換の目安

チャイルドシートは体重、身長を目安に「乳児用」、「幼児用」、「学童用」と3つの種類に分かれているため、お子さまの成長に合わせてチャ
イルドシートを使い分ける必要があります。お子さまの体格にあったチャイルドシートを選びましょう。

ジュニアシートと呼ばれる
こともあります。

ベビーシートと呼ばれる
こともあります。

注：対象となる体重、身長、年齢は目安です。

乳 児 用 幼 児 用

●チャイルドシートの使用義務は6歳未満で
すが、シートベルトが正しく利用できるまで
は、学童用シートを必ず使用しましょう。

※学童用は車両のシートベルトの性能が大きく影響する
ためアセスメントの対象としていません。

学 童 用

体　重：10kg未満
身　長：70cm以下
年　齢：新生児～１歳くらい

体　重：9～18kg
身　長：65～100cm以下
年　齢：１歳～４歳くらい

身　長：150cm以下
年　齢：４歳～12歳くらい

チャイルドシートの肩ベルトの調整を忘れずに！

肩ベルトがお子さまの身体にフィットしているか確認しましょう。
小さなお子さまを車内に一人にするのは危険です。お子さまを置いて車から離れないでください。

～肩ベルトが緩んでいるとお子さまがチャイルドシートから抜け出し、肩ベルトが
　首にかかって負傷する危険があります～

❶
❷

自動車との適合性
すべてのチャイルドシートが、すべての自動車に取り付けられるわけではありません。チャイルドシートメー
カーなどから出されている「車種別チャイルドシート適合表」などを参考に取り付けられるかどうかを確認して、
自分の自動車に適合したチャイルドシートを選びましょう。

通常はELR機能（エマージェンシー・ロッキング・リトラクター）
ですが、シートベルトを全て引き出せばALR機能（自動ロック付
巻き取り装置）に切り替わり、巻き込み方向にのみ動き、引き出
せなくなります。チャイルドシートの取り付けに緩みが生じにくく、
取り付けが比較的容易です。

引き出しきると、
自動的に巻き取る
方向にのみ
作動する。

チャイルドシート固定機能付シートベルト
（ALR〔自動ロック〕付きELR〔緊急ロック〕式シートベルト）

43E
チャイルドシート安全基準マーク
国土交通省の安全基準に適合したものには右図のような型式認定マークが
チャイルドシートに表示されています。チャイルドシートを選ぶときは、型式
認定マークがついているか確認しましょう。
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▶試験方法

▶評価方法

各カテゴリーの    ～ の評価結果に応じて総合的に
4段階で評価を行います。

乳児用 後ろ向き型 幼児用

の傾き

乳児用 ベッド型

車両の進行方向

車両の進行方向 車両の進行方向

乳児用ベッド型試験の状況

乳児用後ろ向き型試験の状況 幼児用試験の状況

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時のチャイルドシートの
シートバックの傾き
（角度）

衝突時のチャイルドシート
上端面からの
頭部のはみ出し

1

2

3

4

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時のチャイルドシート
底面の傾き

衝突時の
頭部の前方への移動量

1

2

3

4

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時の
頭部の前方への移動量

衝突によって
頭部に生じる力
（頭部合成加速度）

1

衝突時の胸たわみ

2

3

4

体重：7.9kg
身長：671mm
乳児用ベッド型CRABI 6MO

2002年度より使用 2001年度より使用 2018年度より使用2001年度～2017年度まで

試験に使う子供ダミー TNO P3/4
体重：9.0kg
身長：708mm
乳児用後ろ向き

Hybrid-III 3YO
体重：15.5kg
身長：945mm
幼児用

1 4

4つの項目がすべて◎の場合
（×１つでもある場合は除く。）

4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合
（×１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合

評価項目の中で1つでも×があった場合推奨 
せず 

各項目の評価結果は、チャイルドシートを正しい使用状態で試験を行った結果であり、正しい状態でない場合は本来の機能が発揮されません。
試験の詳細は、ホームページでご覧になれます。　https://www.nasva.go.jp/mamoru/

「推奨せず」は、より高い安全性能を評価する本試験の観点からは、推奨するに至ら
ないことを表しており、使用不可という意味ではありません。試験対象としたチャイル
ドシートは、全て安全基準に適合しており一定レベルの安全性は確保されています。

台車に固定された試験用シートに子供ダミーを乗せ
たチャイルドシートを取り付け、その台車を止まった
状態から時速55km（国の安全基準の速度の1割
増）になるように急激に後ろに打ち出すことにより、
自動車が前面衝突した場合と同様の衝撃を発生させ
ます。その時、チャイルドシートの取付部等の破損状
況、ダミーの頭部や胸部の合成加速度、ダミー頭部
の前方への移動量、ダミーの拘束状態の加害性など
の項目を計測します。台車

カーペット
55km/h

試験用シート

前面衝突試験I

優
良

普

Q3
体重：14.59kg
身長：985mm
幼児用

使用性評価試験II

▶試験方法▶試験内容の変更について

▶評価方法

ママでも簡単、
確実に取り付けられるかを判定しています。

項目ごとに5点満点で
点数をつけて評価して
います。

チャイルドシートを実際に使用される際、誤った取り
付けが多数見受けられます。ユーザーが自動車の座席
にチャイルドシートを取り付ける際、確実に取り付けら
れるように配慮されているかなどを判定しています。

2015年度より使用性評価試験の試験内容が変更さ
れ、評価の方法も変わりました。
2014年度までは、各試験項目の平均点で評価してい
ましたが、2015年度からは、合計点で評価します。

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座のさせやすさ

車への装着性

［取扱説明書］
●説明文のわかりやすさ、正確性
●図版の見やすさ、正確性
●子供の体格別の使用方法

［問い合わせ先等］
●注意、警告の表記及び
　問い合わせ先

［動画等］
●動画等での説明

［表示内容］
●取付方法のわかりやすさ
●座席回転防止機構（トップテザー又は
　サポートレッグ）の操作方法の
　わかりやすさ
●表現のわかりやすさ
●その他可動部の操作方法のわかりやすさ
●装着方法のわかりやすさ

［可動機構等］
●リクライニングの操作性
●その他可動部の操作性
●ISO-FIXラッチシステム及び座席回転防止機構
（トップテザー又はサポートレッグ）の操作性

［シートカバー］
●取付けの確実性

［収納部］
●取扱説明書、装着に使用する付属品の収納

［固定の確実性］
●自動車座席側取り付け具（アンカー）とアーム
●ベースと本体
●取付後の判定

［座席回転防止機構］
●サポートレッグ　　●テザーストラップ

［ロックの表示］
●自動車の座席とベースとのロック表示
●座席回転防止機構のロック表示

［ハーネス］
●高さ調節
●長さ調節（ハーネスの残りシロ等）
●長さ調節の確認

［バックル等］
●操作性（着座するために付加され
　ている機能を含む）
●ロックの表示

2014年度までの評価方法

各項目の平均点（5点満点）

各項目の合計点（25点満点）

2015年度からの評価方法
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▶試験方法

▶評価方法

各カテゴリーの    ～ の評価結果に応じて総合的に
4段階で評価を行います。

乳児用 後ろ向き型 幼児用

の傾き

乳児用 ベッド型

車両の進行方向

車両の進行方向 車両の進行方向

乳児用ベッド型試験の状況

乳児用後ろ向き型試験の状況 幼児用試験の状況

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時のチャイルドシートの
シートバックの傾き
（角度）

衝突時のチャイルドシート
上端面からの
頭部のはみ出し

1

2

3

4

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時のチャイルドシート
底面の傾き

衝突時の
頭部の前方への移動量

1

2

3

4

衝突によるチャイルドシート
取付部等の破損

衝突によって
胸部に生じる力
（胸部合成加速度）

衝突時に生じたその他の事象

衝突時の
頭部の前方への移動量

衝突によって
頭部に生じる力
（頭部合成加速度）

1

衝突時の胸たわみ

2

3

4

体重：7.9kg
身長：671mm
乳児用ベッド型CRABI 6MO

2002年度より使用 2001年度より使用 2018年度より使用2001年度～2017年度まで

試験に使う子供ダミー TNO P3/4
体重：9.0kg
身長：708mm
乳児用後ろ向き

Hybrid-III 3YO
体重：15.5kg
身長：945mm
幼児用

1 4

4つの項目がすべて◎の場合
（×１つでもある場合は除く。）

4つの項目の中で◎が3つ、○が1つの場合
（×１つでもある場合は除く。）

「優」、「良」および「推奨せず」に該当しない場合

評価項目の中で1つでも×があった場合推奨 
せず 

各項目の評価結果は、チャイルドシートを正しい使用状態で試験を行った結果であり、正しい状態でない場合は本来の機能が発揮されません。
試験の詳細は、ホームページでご覧になれます。　https://www.nasva.go.jp/mamoru/

「推奨せず」は、より高い安全性能を評価する本試験の観点からは、推奨するに至ら
ないことを表しており、使用不可という意味ではありません。試験対象としたチャイル
ドシートは、全て安全基準に適合しており一定レベルの安全性は確保されています。

台車に固定された試験用シートに子供ダミーを乗せ
たチャイルドシートを取り付け、その台車を止まった
状態から時速55km（国の安全基準の速度の1割
増）になるように急激に後ろに打ち出すことにより、
自動車が前面衝突した場合と同様の衝撃を発生させ
ます。その時、チャイルドシートの取付部等の破損状
況、ダミーの頭部や胸部の合成加速度、ダミー頭部
の前方への移動量、ダミーの拘束状態の加害性など
の項目を計測します。台車

カーペット
55km/h

試験用シート

前面衝突試験I

優
良

普

Q3
体重：14.59kg
身長：985mm
幼児用

使用性評価試験II

▶試験方法▶試験内容の変更について

▶評価方法

ママでも簡単、
確実に取り付けられるかを判定しています。

項目ごとに5点満点で
点数をつけて評価して
います。

チャイルドシートを実際に使用される際、誤った取り
付けが多数見受けられます。ユーザーが自動車の座席
にチャイルドシートを取り付ける際、確実に取り付けら
れるように配慮されているかなどを判定しています。

2015年度より使用性評価試験の試験内容が変更さ
れ、評価の方法も変わりました。
2014年度までは、各試験項目の平均点で評価してい
ましたが、2015年度からは、合計点で評価します。

取扱説明書等 

本体表示 

本体の構造

着座のさせやすさ

車への装着性

［取扱説明書］
●説明文のわかりやすさ、正確性
●図版の見やすさ、正確性
●子供の体格別の使用方法

［問い合わせ先等］
●注意、警告の表記及び
　問い合わせ先

［動画等］
●動画等での説明

［表示内容］
●取付方法のわかりやすさ
●座席回転防止機構（トップテザー又は
　サポートレッグ）の操作方法の
　わかりやすさ
●表現のわかりやすさ
●その他可動部の操作方法のわかりやすさ
●装着方法のわかりやすさ

［可動機構等］
●リクライニングの操作性
●その他可動部の操作性
●ISO-FIXラッチシステム及び座席回転防止機構
（トップテザー又はサポートレッグ）の操作性

［シートカバー］
●取付けの確実性

［収納部］
●取扱説明書、装着に使用する付属品の収納

［固定の確実性］
●自動車座席側取り付け具（アンカー）とアーム
●ベースと本体
●取付後の判定

［座席回転防止機構］
●サポートレッグ　　●テザーストラップ

［ロックの表示］
●自動車の座席とベースとのロック表示
●座席回転防止機構のロック表示

［ハーネス］
●高さ調節
●長さ調節（ハーネスの残りシロ等）
●長さ調節の確認

［バックル等］
●操作性（着座するために付加され
　ている機能を含む）
●ロックの表示

2014年度までの評価方法

各項目の平均点（5点満点）

各項目の合計点（25点満点）

2015年度からの評価方法
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より安全な自動車・
チャイルドシートの普及のために

自動車アセスメントによる安全情報の提供
　より安全な自動車・チャイルドシートの普及のため、自動車アセスメント事業として、一般に
販売されている自動車に対して、安全の評価を行っています。
　皆さんの車やチャイルドシートも、WEBで安全評価が確認できます。

　自動車アセスメントは車に乗る人が安全な車選びをしやすいように、そして車を作るメーカー
がより安全な車の開発をするように実施しています。

　予防安全性能や衝突安全性能などを総合的に評価し、「自動車安全性能」として、自動車ユー
ザーの皆様に情報提供しています。

評価実施年度の総合評価において、最高評価（★★★★★）
を受けた中で最高得点の場合はファイブスター大賞、それ以外
の車種についてはファイブスター賞が与えられます。

自動車アセスメントの評価の概要
　自動車アセスメント（JNCAP:Japan New Car Assessment Program）では、安全技術につ
いて様々な評価試験を実施します。

　試験車を壁（バリア）に衝突させたり、人の頭部を模擬したダミーを試験車のボンネット等に
衝突させるなどにより、事故時に自動車の乗員や歩行者を守る技術について評価しています。

事故時に人を守る技術（衝突安全性能）

自動車の乗員を守る技術 歩行者を守る技術

拡大

※電気自動車等が対象
感電保護性能評価試験※

SAFE
+ -

フルラップ（全面）前面衝突試験 オフセット（部分）前面衝突試験 側面衝突試験

後面衝突頚部保護性能試験 シートベルトの着用警報装置

検索自動車アセスメント

■自動車安全性能ファイブスター賞

202４.3

監修：国土交通省　　発行：ナスバ（（独）自動車事故対策機構） ※無断転載を禁ず

ナスバ（独立行政法人自動車事故対策機構）とは私どもナスバは、人と車の共存を理念として、自動車事故の発生防止及びその被害者への援護のために、

次の業務を行っております。

NASVAとは、独立行政法人 自動車事故対策機構の英訳名（National Agency 
for Automotive Safety and Victims' Aid）の略称で、「ナスバ」と発音します。 

自動車事故被害者を支える

被害者援護業務

安全情報提供業務安全指導業務

●療護施設設置・運営●介護料支給
●育成資金貸付

自動車事故を
防ぐ
●指導講習
●適性診断
●安全マネジメント

自動車事故から　　　守る
●自動車
　アセスメント

私たちは自動車事故対策の専門機関です。ナスバは、自賠責保険・共済の国の運用益事業の主たる実施主体です。
ナスバは、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故を「防ぐ」、自動車事故から「守る」の3つの業務を一体的に実施しています。

「0570」はナビダイヤルの番号です。（固定電話からは通常より低額な3分約9円の通話料でご利用できます。）又は03-6853-8002（通話料は通常の通話と同じ）にお電話ください。

※受付時間10：00～12：00、13：00～16：00　（土・日・祝日・年末年始を除く）

試験映像などについてはインターネットでご覧になれます。ナスバ（（独）自動車事故対策機構）　自動車アセスメント部
〒130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト19階
TEL：03（5608）7587　FAX：03（5608）8610

自動車アセスメント

●キーワード検索で

ホームページwww.nasva.go.jp/mamoru/

チャイルドシート安全比較BOOK

チャイルドシートアセスメント2024.3

―3―

―2―

マーク

自動車安全性能評価と
は？

自動車安全性能評価と
は？

監修：国土交通省　
　発行：ナスバ（（

独）自動車事故対策
機構） 2024.5月発行

※無断転載を禁ず

【衝突安全性能の評価
項目】

〈自動車の乗員を守る
技術〉

  ●フルラップ前面衝
突（正面衝突）

  ●オフセット前面衝
突（対向車との部分衝

突） 

  ●側面衝突
  ●衝突後の感電保護

性能 

  ●後面衝突時の頚部
保護性能

  ●シートベルト着用
警報装置

 〈歩行者を守る技術〉
  

  ●頭部の保護性能

  ●脚部の保護性能 

事故時に人を守る技術
（衝突安全性能）

試験車を壁（バリア
）に衝突させたり、人

の頭部を模擬したダミ
ーを試験車のボンネッ

ト等に衝突させ

るなど、事故時に自
動車の乗員や歩行者

を守る技術について評
価しています。

自動車安全性能 202
3 評価結果一覧

自動車安全性能 202
3 評価結果一覧

より安全な車選びにご
活用下さい！

このパンフレットは
、新車販売されてい

る自動車の総合的な
安全性能について、

2023年度に評価を行
った結果をまとめたも

のです。 

自動車安全性能2023

ナスバ（（独）自動車
事故対策機構）　自

動車アセスメント部

〒130-0013 東
京都墨田区錦糸3-

2-1 アルカイース
ト19階

TEL：03（5608）
7587　FAX：03（

5608）8610

ホームページ

www.nasva.go.jp/mamoru/
●キーワード検索

で
検索

目 次 P2　自動車安
全性能評価とは？／ 2

023年度 自動車安全
性能の評価技術

 P4　自動車安全性能
2023の評価結果の見

方

 P5　自動車安全性能
2023の評価結果

 P7　総合評価の概要

 P8　自動車安全性能
2023評価結果一覧

衝突被害軽減ブレー
キ試験

衝突試験

より安全な自動車を普
及させるためのサイク

ルを形成

国土交通省及びナスバ
（（独）自動車事故対

策機構）が実施する自
動車アセスメント

事業では
　 ・ユーザーがより安

全な自動車を選ぶこと
ができるよう「自動車

安全性能」を

　　評価し、公表

　 ・メーカーによる安
全な自動車の開発を促

進 

することによって、よ
り安全な自動車の普及

を促進しています。 

国土交通省・ナスバ

自動車メーカー

評価結果を踏まえ自
動車の

安全性能を向上

事故を防ぐための新
しい技術（予防安全性

能）

衝突しそうな場合に
自動車が警報を発す

る、あるいはブレー
キをかけるといった

ドライバー

を支援する様々な予
防安全技術について

評価しています。

自動車ユーザー

評価結果を見て、よ
り

安全な自動車を購入

■自動車安全性能
　の評価 

■安全性能の
　見える化

■評価結果の公表 

自動車安全性能の評価
技術

自動車安全性能の評価
技術

2023年度スバル　クロストレッ
ク

くわしくは
ホームページまで

new

重大な事故が発生し
た

場合に備える技術
（事故時の自動緊急通

報）

エアバッグが展開す
るよう

な大きな交通事故が
発生し

た時に本人や目撃者
の代わ

りに自動車から自動
的に事

故が発生した地点等
を通報

するシステムを評価
してい

ます。

事故時の自動緊急通報
の流れ

救急車

自動通報
（位置情報等） コールセンター

エアバッグ展開情報等

消防署

注：７頁の★★★★
★の必要条件を満た

していないため★★
★★☆となります。

※「自動車安全性能2
023」より「ペダル踏

み間違い時加速抑制
装置」の評価に、歩行

者との事故に対応し
た評価を新たに導入

しました。

　評価内容の変更に
伴い配点の変更があ

るため、安全性能につ
いて過去に評価した

車種との点数の大小
による直接比較はで

きません。

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

事
故
自
動
緊
急

通
報
装
置 

種類

得点率

得点
［8］

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

- %

-

装備なし

- %

-

装備なし

★★★
★★

95%

188.39

★★★
★★

98%

193.53

★★★
★★

94%

185.41

★★★
★★

94%

186.77

★★★
★★

93%

184.34

★★★
★★

93%

184.52

★★★
★★

91%

181.20

★★★
★★

93%

183.28

総
合
評
価

評価結果

得点率

総得点
［197.0］

★★★
★☆

81%

注
159.63 

★★★
★☆

92%

注
181.78 

★★★
★☆

92%

注
182.82

★★★
★★

91%

180.34

★★★
★★

91%

180.60

82%

161.75

★★★
★☆

注

★★★
★☆

86%

注
169.75 

90%

177.80

★★★
★☆

注

A

91%

91.39

A

90%

90.57

A

97%

97.03

ランク

得点率

合計得点
［100.0］

B

80%

80.37

A

86%

86.28

A

87%

87.62

A

86%

86.57

A

87%

87.40

84%

84.93

B B

75%

75.93

B

75%

75.93

B

81%

81.10

B

85%

85.82

A

86%

86.48

A

87%

87.70

A

88%

88.71

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

衝
突
安
全
性
能

A

100%

89.00

A

99%

88.50

予
防
安
全
性
能

ランク

得点率

合計得点
［89.0］

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

A

99%

88.70

A

96%

85.82

A

96%

85.82

A

89%

79.26

A

100%

89.00

A

99%

88.70

A

96%

85.58

A

99%

88.21

96%

85.77

A

99%

88.82

A A

99%

88.93

A

99%

88.84

A

100%

89.00

A

96%

86.12

スバル

スズキ
マツダ

レクサス
ホンダ

ホンダ

マツダ

日産

レクサス 日産

ダイハツ

スバル

トヨタ

トヨタ
トヨタ

レクサス
スズキ

●衝突被害軽減ブレ
ーキ

　・前方自動車との
衝突に対して

　・昼間の前方歩行
者との衝突に対して

　・夜間の前方歩行
者との衝突に対して

（街灯あり・なし）

　・前方自転車との
衝突に対して

●車線逸脱抑制（車
線からのはみ出しに

対して）

●高機能前照灯（ヘ
ッドライトの自動的

な照射範囲の変更や
切り替え機能）

●ペダル踏み間違い
時加速抑制（発進時

のペダル踏み間違え
時の加速抑制）

　※歩行者との事故
に対応した評価を導

入

【予防安全性能の評価
項目】

new

スイフト
フレアワゴン /

フレアワゴン カスタムスタイル

NX
ZR-V

N-BOX/
N-BOX カスタム

CX-60

エクストレイル

RX セレナ
プリウス

LBX
スペーシア/

スペーシア カスタム

クロストレック／
インプレッサ

タント、
シフォン

クラウン クロスオーバー／
クラウン スポーツ

アルファード/
ヴェルファイア

検索

検索

頭部保護性能試験

脚部保護性能試験

　衝突しそうな場合に自動車が警報を発する、あるいはブレーキをかけるといったドライバーを
支援する様々な予防安全技術について評価しています。

事故を防ぐための新しい技術（予防安全性能）

ペダル踏み間違い

　エアバッグが展開するような大きな交通事故が
発生した時に本人や目撃者の代わりに自動車から
自動的に事故が発生した地点等を通報するシステ
ムを評価しています。

重大な事故が発生した場合に備える
技術（事故時の自動緊急通報）

事故時の自動緊急通報の流れ

車線逸脱抑制

衝突被害軽減ブレーキ（対自転車）衝突被害軽減ブレーキ（対車両） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・昼間） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・夜間）

高機能前照灯

予防安全技術は、ドライバーを支援するシステムであり、万能ではありません。周囲の状況によってはシステムが作動しない場合や、十分な効果を発揮しない場合があります。
取扱説明書をよく確認したうえで、システムに頼った運転はせず、安全運転をこころがけてください。

注意事項：

より安全な自動車・
チャイルドシートの普及のために

自動車アセスメントによる安全情報の提供
　より安全な自動車・チャイルドシートの普及のため、自動車アセスメント事業として、一般に
販売されている自動車に対して、安全の評価を行っています。
　皆さんの車やチャイルドシートも、WEBで安全評価が確認できます。

　自動車アセスメントは車に乗る人が安全な車選びをしやすいように、そして車を作るメーカー
がより安全な車の開発をするように実施しています。

　予防安全性能や衝突安全性能などを総合的に評価し、「自動車安全性能」として、自動車ユー
ザーの皆様に情報提供しています。

評価実施年度の総合評価において、最高評価（★★★★★）
を受けた中で最高得点の場合はファイブスター大賞、それ以外
の車種についてはファイブスター賞が与えられます。

自動車アセスメントの評価の概要
　自動車アセスメント（JNCAP:Japan New Car Assessment Program）では、安全技術につ
いて様々な評価試験を実施します。

　試験車を壁（バリア）に衝突させたり、人の頭部を模擬したダミーを試験車のボンネット等に
衝突させるなどにより、事故時に自動車の乗員や歩行者を守る技術について評価しています。

事故時に人を守る技術（衝突安全性能）

自動車の乗員を守る技術 歩行者を守る技術

拡大

※電気自動車等が対象
感電保護性能評価試験※

SAFE
+ -

フルラップ（全面）前面衝突試験 オフセット（部分）前面衝突試験 側面衝突試験

後面衝突頚部保護性能試験 シートベルトの着用警報装置

検索自動車アセスメント

■自動車安全性能ファイブスター賞

202４.3

監修：国土交通省　　発行：ナスバ（（独）自動車事故対策機構） ※無断転載を禁ず

ナスバ（独立行政法人自動車事故対策機構）とは私どもナスバは、人と車の共存を理念として、自動車事故の発生防止及びその被害者への援護のために、

次の業務を行っております。

NASVAとは、独立行政法人 自動車事故対策機構の英訳名（National Agency 
for Automotive Safety and Victims' Aid）の略称で、「ナスバ」と発音します。 

自動車事故被害者を支える

被害者援護業務

安全情報提供業務安全指導業務

●療護施設設置・運営●介護料支給
●育成資金貸付

自動車事故を
防ぐ
●指導講習
●適性診断
●安全マネジメント

自動車事故から　　　守る
●自動車
　アセスメント

私たちは自動車事故対策の専門機関です。ナスバは、自賠責保険・共済の国の運用益事業の主たる実施主体です。
ナスバは、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故を「防ぐ」、自動車事故から「守る」の3つの業務を一体的に実施しています。

「0570」はナビダイヤルの番号です。（固定電話からは通常より低額な3分約9円の通話料でご利用できます。）又は03-6853-8002（通話料は通常の通話と同じ）にお電話ください。

※受付時間10：00～12：00、13：00～16：00　（土・日・祝日・年末年始を除く）

試験映像などについてはインターネットでご覧になれます。ナスバ（（独）自動車事故対策機構）　自動車アセスメント部
〒130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト19階
TEL：03（5608）7587　FAX：03（5608）8610

自動車アセスメント

●キーワード検索で

ホームページwww.nasva.go.jp/mamoru/

チャイルドシート安全比較BOOK

チャイルドシートアセスメント2024.3

―3―

―2―

マーク

自動車安全性能評価と
は？

自動車安全性能評価と
は？

監修：国土交通省　
　発行：ナスバ（（

独）自動車事故対策
機構） 2024.5月発行

※無断転載を禁ず

【衝突安全性能の評価
項目】

〈自動車の乗員を守る
技術〉

  ●フルラップ前面衝
突（正面衝突）

  ●オフセット前面衝
突（対向車との部分衝

突） 

  ●側面衝突
  ●衝突後の感電保護

性能 

  ●後面衝突時の頚部
保護性能

  ●シートベルト着用
警報装置

 〈歩行者を守る技術〉
  

  ●頭部の保護性能

  ●脚部の保護性能 

事故時に人を守る技術
（衝突安全性能）

試験車を壁（バリア
）に衝突させたり、人

の頭部を模擬したダミ
ーを試験車のボンネッ

ト等に衝突させ

るなど、事故時に自
動車の乗員や歩行者

を守る技術について評
価しています。

自動車安全性能 202
3 評価結果一覧

自動車安全性能 202
3 評価結果一覧

より安全な車選びにご
活用下さい！

このパンフレットは
、新車販売されてい

る自動車の総合的な
安全性能について、

2023年度に評価を行
った結果をまとめたも

のです。 

自動車安全性能2023

ナスバ（（独）自動車
事故対策機構）　自

動車アセスメント部

〒130-0013 東
京都墨田区錦糸3-

2-1 アルカイース
ト19階

TEL：03（5608）
7587　FAX：03（

5608）8610

ホームページ

www.nasva.go.jp/m
amoru/

●キーワード検索
で

検索

目 次 P2　自動車安
全性能評価とは？／ 2

023年度 自動車安全
性能の評価技術

 P4　自動車安全性能
2023の評価結果の見

方

 P5　自動車安全性能
2023の評価結果

 P7　総合評価の概要

 P8　自動車安全性能
2023評価結果一覧

衝突被害軽減ブレー
キ試験

衝突試験

より安全な自動車を普
及させるためのサイク

ルを形成

国土交通省及びナスバ
（（独）自動車事故対

策機構）が実施する自
動車アセスメント

事業では
　 ・ユーザーがより安

全な自動車を選ぶこと
ができるよう「自動車

安全性能」を

　　評価し、公表

　 ・メーカーによる安
全な自動車の開発を促

進 

することによって、よ
り安全な自動車の普及

を促進しています。 

国土交通省・ナスバ

自動車メーカー

評価結果を踏まえ自
動車の

安全性能を向上

事故を防ぐための新
しい技術（予防安全性

能）

衝突しそうな場合に
自動車が警報を発す

る、あるいはブレー
キをかけるといった

ドライバー

を支援する様々な予
防安全技術について

評価しています。

自動車ユーザー

評価結果を見て、よ
り

安全な自動車を購入

■自動車安全性能
　の評価 

■安全性能の
　見える化

■評価結果の公表 

自動車安全性能の評価
技術

自動車安全性能の評価
技術

2023年度スバル　クロストレッ
ク

くわしくは
ホームページまで

new

重大な事故が発生し
た

場合に備える技術
（事故時の自動緊急通

報）

エアバッグが展開す
るよう

な大きな交通事故が
発生し

た時に本人や目撃者
の代わ

りに自動車から自動
的に事

故が発生した地点等
を通報

するシステムを評価
してい

ます。

事故時の自動緊急通報
の流れ

救急車

自動通報
（位置情報等） コールセンター

エアバッグ展開情報等

消防署

注：７頁の★★★★
★の必要条件を満た

していないため★★
★★☆となります。

※「自動車安全性能2
023」より「ペダル踏

み間違い時加速抑制
装置」の評価に、歩行

者との事故に対応し
た評価を新たに導入

しました。

　評価内容の変更に
伴い配点の変更があ

るため、安全性能につ
いて過去に評価した

車種との点数の大小
による直接比較はで

きません。

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

事
故
自
動
緊
急

通
報
装
置 

種類

得点率

得点
［8］

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

- %

-

装備なし

- %

-

装備なし

★★★
★★

95%

188.39

★★★
★★

98%

193.53

★★★
★★

94%

185.41

★★★
★★

94%

186.77

★★★
★★

93%

184.34

★★★
★★

93%

184.52

★★★
★★

91%

181.20

★★★
★★

93%

183.28

総
合
評
価

評価結果

得点率

総得点
［197.0］

★★★
★☆

81%

注
159.63 

★★★
★☆

92%

注
181.78 

★★★
★☆

92%

注
182.82

★★★
★★

91%

180.34

★★★
★★

91%

180.60

82%

161.75

★★★
★☆

注

★★★
★☆

86%

注
169.75 

90%

177.80

★★★
★☆

注

A

91%

91.39

A

90%

90.57

A

97%

97.03

ランク

得点率

合計得点
［100.0］

B

80%

80.37

A

86%

86.28

A

87%

87.62

A

86%

86.57

A

87%

87.40

84%

84.93

B B

75%

75.93

B

75%

75.93

B

81%

81.10

B

85%

85.82

A

86%

86.48

A

87%

87.70

A

88%

88.71

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

衝
突
安
全
性
能

A

100%

89.00

A

99%

88.50

予
防
安
全
性
能

ランク

得点率

合計得点
［89.0］

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

A

99%

88.70

A

96%

85.82

A

96%

85.82

A

89%

79.26

A

100%

89.00

A

99%

88.70

A

96%

85.58

A

99%

88.21

96%

85.77

A

99%

88.82

A A

99%

88.93

A

99%

88.84

A

100%

89.00

A

96%

86.12

スバル

スズキ
マツダ

レクサス
ホンダ

ホンダ

マツダ

日産

レクサス 日産

ダイハツ

スバル

トヨタ

トヨタ
トヨタ

レクサス
スズキ

●衝突被害軽減ブレ
ーキ

　・前方自動車との
衝突に対して

　・昼間の前方歩行
者との衝突に対して

　・夜間の前方歩行
者との衝突に対して

（街灯あり・なし）

　・前方自転車との
衝突に対して

●車線逸脱抑制（車
線からのはみ出しに

対して）

●高機能前照灯（ヘ
ッドライトの自動的

な照射範囲の変更や
切り替え機能）

●ペダル踏み間違い
時加速抑制（発進時

のペダル踏み間違え
時の加速抑制）

　※歩行者との事故
に対応した評価を導

入

【予防安全性能の評価
項目】

new

スイフト
フレアワゴン /

フレアワゴン カスタムスタイル

NX
ZR-V

N-BOX/
N-BOX カスタム

CX-60

エクストレイル

RX セレナ
プリウス

LBX
スペーシア/

スペーシア カスタム

クロストレック／
インプレッサ

タント、
シフォン

クラウン クロスオーバー／
クラウン スポーツ

アルファード/
ヴェルファイア

検索

検索

頭部保護性能試験

脚部保護性能試験

　衝突しそうな場合に自動車が警報を発する、あるいはブレーキをかけるといったドライバーを
支援する様々な予防安全技術について評価しています。

事故を防ぐための新しい技術（予防安全性能）

ペダル踏み間違い

　エアバッグが展開するような大きな交通事故が
発生した時に本人や目撃者の代わりに自動車から
自動的に事故が発生した地点等を通報するシステ
ムを評価しています。

重大な事故が発生した場合に備える
技術（事故時の自動緊急通報）

事故時の自動緊急通報の流れ

車線逸脱抑制

衝突被害軽減ブレーキ（対自転車）衝突被害軽減ブレーキ（対車両） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・昼間） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・夜間）

高機能前照灯

予防安全技術は、ドライバーを支援するシステムであり、万能ではありません。周囲の状況によってはシステムが作動しない場合や、十分な効果を発揮しない場合があります。
取扱説明書をよく確認したうえで、システムに頼った運転はせず、安全運転をこころがけてください。

注意事項：
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より安全な自動車・
チャイルドシートの普及のために

自動車アセスメントによる安全情報の提供
　より安全な自動車・チャイルドシートの普及のため、自動車アセスメント事業として、一般に
販売されている自動車に対して、安全の評価を行っています。
　皆さんの車やチャイルドシートも、WEBで安全評価が確認できます。

　自動車アセスメントは車に乗る人が安全な車選びをしやすいように、そして車を作るメーカー
がより安全な車の開発をするように実施しています。

　予防安全性能や衝突安全性能などを総合的に評価し、「自動車安全性能」として、自動車ユー
ザーの皆様に情報提供しています。

評価実施年度の総合評価において、最高評価（★★★★★）
を受けた中で最高得点の場合はファイブスター大賞、それ以外
の車種についてはファイブスター賞が与えられます。

自動車アセスメントの評価の概要
　自動車アセスメント（JNCAP:Japan New Car Assessment Program）では、安全技術につ
いて様々な評価試験を実施します。

　試験車を壁（バリア）に衝突させたり、人の頭部を模擬したダミーを試験車のボンネット等に
衝突させるなどにより、事故時に自動車の乗員や歩行者を守る技術について評価しています。

事故時に人を守る技術（衝突安全性能）

自動車の乗員を守る技術 歩行者を守る技術

拡大

※電気自動車等が対象
感電保護性能評価試験※

SAFE
+ -

フルラップ（全面）前面衝突試験 オフセット（部分）前面衝突試験 側面衝突試験

後面衝突頚部保護性能試験 シートベルトの着用警報装置

検索自動車アセスメント

■自動車安全性能ファイブスター賞

202４.3

監修：国土交通省　　発行：ナスバ（（独）自動車事故対策機構） ※無断転載を禁ず

ナスバ（独立行政法人自動車事故対策機構）とは私どもナスバは、人と車の共存を理念として、自動車事故の発生防止及びその被害者への援護のために、

次の業務を行っております。

NASVAとは、独立行政法人 自動車事故対策機構の英訳名（National Agency 
for Automotive Safety and Victims' Aid）の略称で、「ナスバ」と発音します。 

自動車事故被害者を支える

被害者援護業務

安全情報提供業務安全指導業務

●療護施設設置・運営●介護料支給
●育成資金貸付

自動車事故を
防ぐ
●指導講習
●適性診断
●安全マネジメント

自動車事故から　　　守る
●自動車
　アセスメント

私たちは自動車事故対策の専門機関です。ナスバは、自賠責保険・共済の国の運用益事業の主たる実施主体です。
ナスバは、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故を「防ぐ」、自動車事故から「守る」の3つの業務を一体的に実施しています。

「0570」はナビダイヤルの番号です。（固定電話からは通常より低額な3分約9円の通話料でご利用できます。）又は03-6853-8002（通話料は通常の通話と同じ）にお電話ください。
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）に衝突させたり、人

の頭部を模擬したダミ
ーを試験車のボンネッ

ト等に衝突させ

るなど、事故時に自
動車の乗員や歩行者

を守る技術について評
価しています。
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　 ・ユーザーがより安

全な自動車を選ぶこと
ができるよう「自動車

安全性能」を

　　評価し、公表

　 ・メーカーによる安
全な自動車の開発を促
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することによって、よ
り安全な自動車の普及
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る、あるいはブレー
キをかけるといった

ドライバー

を支援する様々な予
防安全技術について
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評価結果を見て、よ
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■評価結果の公表 
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ホームページまで

new

重大な事故が発生し
た

場合に備える技術
（事故時の自動緊急通

報）

エアバッグが展開す
るよう

な大きな交通事故が
発生し

た時に本人や目撃者
の代わ

りに自動車から自動
的に事

故が発生した地点等
を通報

するシステムを評価
してい

ます。

事故時の自動緊急通報
の流れ

救急車

自動通報
（位置情報等） コールセンター

エアバッグ展開情報等

消防署

注：７頁の★★★★
★の必要条件を満た

していないため★★
★★☆となります。

※「自動車安全性能2
023」より「ペダル踏

み間違い時加速抑制
装置」の評価に、歩行

者との事故に対応し
た評価を新たに導入

しました。

　評価内容の変更に
伴い配点の変更があ

るため、安全性能につ
いて過去に評価した

車種との点数の大小
による直接比較はで

きません。

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

事
故
自
動
緊
急

通
報
装
置 

種類

得点率

得点
［8］

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

100%

8

先進型

- %

-

装備なし

- %

-

装備なし

★★★
★★

95%

188.39

★★★
★★

98%

193.53

★★★
★★

94%

185.41

★★★
★★

94%

186.77

★★★
★★

93%

184.34

★★★
★★

93%

184.52

★★★
★★

91%

181.20

★★★
★★

93%

183.28

総
合
評
価

評価結果

得点率

総得点
［197.0］

★★★
★☆

81%

注
159.63 

★★★
★☆

92%

注
181.78 

★★★
★☆

92%

注
182.82

★★★
★★

91%

180.34

★★★
★★

91%

180.60

82%

161.75

★★★
★☆

注

★★★
★☆

86%

注
169.75 

90%

177.80

★★★
★☆

注

A

91%

91.39

A

90%

90.57

A

97%

97.03

ランク

得点率

合計得点
［100.0］

B

80%

80.37

A

86%

86.28

A

87%

87.62

A

86%

86.57

A

87%

87.40

84%

84.93

B B

75%

75.93

B

75%

75.93

B

81%

81.10

B

85%

85.82

A

86%

86.48

A

87%

87.70

A

88%

88.71

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

衝
突
安
全
性
能

A

100%

89.00

A

99%

88.50

予
防
安
全
性
能

ランク

得点率

合計得点
［89.0］

　　　　⬅
ランク／A・B・C・D・E

A

99%

88.70

A

96%

85.82

A

96%

85.82

A

89%

79.26

A

100%

89.00

A

99%

88.70

A

96%

85.58

A

99%

88.21

96%

85.77

A

99%

88.82

A A

99%

88.93

A

99%

88.84

A

100%

89.00

A

96%

86.12

スバル

スズキ
マツダ

レクサス
ホンダ

ホンダ

マツダ

日産

レクサス 日産

ダイハツ

スバル

トヨタ

トヨタ
トヨタ

レクサス
スズキ

●衝突被害軽減ブレ
ーキ

　・前方自動車との
衝突に対して

　・昼間の前方歩行
者との衝突に対して

　・夜間の前方歩行
者との衝突に対して

（街灯あり・なし）

　・前方自転車との
衝突に対して

●車線逸脱抑制（車
線からのはみ出しに

対して）

●高機能前照灯（ヘ
ッドライトの自動的

な照射範囲の変更や
切り替え機能）

●ペダル踏み間違い
時加速抑制（発進時

のペダル踏み間違え
時の加速抑制）

　※歩行者との事故
に対応した評価を導

入

【予防安全性能の評価
項目】

new

スイフト
フレアワゴン /

フレアワゴン カスタムスタイル

NX
ZR-V

N-BOX/
N-BOX カスタム

CX-60

エクストレイル

RX セレナ
プリウス

LBX
スペーシア/

スペーシア カスタム

クロストレック／
インプレッサ

タント、
シフォン

クラウン クロスオーバー／
クラウン スポーツ

アルファード/
ヴェルファイア

検索

検索

頭部保護性能試験

脚部保護性能試験

　衝突しそうな場合に自動車が警報を発する、あるいはブレーキをかけるといったドライバーを
支援する様々な予防安全技術について評価しています。

事故を防ぐための新しい技術（予防安全性能）

ペダル踏み間違い

　エアバッグが展開するような大きな交通事故が
発生した時に本人や目撃者の代わりに自動車から
自動的に事故が発生した地点等を通報するシステ
ムを評価しています。

重大な事故が発生した場合に備える
技術（事故時の自動緊急通報）

事故時の自動緊急通報の流れ

車線逸脱抑制

衝突被害軽減ブレーキ（対自転車）衝突被害軽減ブレーキ（対車両） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・昼間） 衝突被害軽減ブレーキ（対歩行者・夜間）

高機能前照灯

予防安全技術は、ドライバーを支援するシステムであり、万能ではありません。周囲の状況によってはシステムが作動しない場合や、十分な効果を発揮しない場合があります。
取扱説明書をよく確認したうえで、システムに頼った運転はせず、安全運転をこころがけてください。

注意事項：

27
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監修：国土交通省　　発行：ナスバ（（独）自動車事故対策機構）
※無断転載を禁ず

ナスバ（独立行政法人自動車事故対策機構）とは
私どもナスバは、人と車の共存を理念として、自動車事故の発生防止及びその被害者への援護のために、
次の業務を行っております。

NASVAとは、独立行政法人 自動車事故対策機構の英訳名（National Agency 
for Automotive Safety and Victims' Aid）の略称で、「ナスバ」と発音します。 

自動車事故被害者を

支える
被害者援護業務

安全情報提供業務安全指導業務

●療護施設設置・運営
●介護料支給
●育成資金貸付

自動車事故を

防ぐ
●指導講習
●適性診断
●安全マネジメント

自動車事故から　　　

守る
●自動車
　アセスメント

私たちは自動車事故対策の専門機関です。
ナスバは、自賠責保険・共済の国の運用益事業の主たる
実施主体です。
ナスバは、自動車事故被害者を「支える」、自動車事故
を「防ぐ」、自動車事故から「守る」の3つの業務を一体
的に実施しています。

「0570」はナビダイヤルの番号です。
（固定電話からは通常より低額な3分
約9円の通話料でご利用できます。）
又は03-6853-8002
（通話料は通常の通話と同じ）にお電話ください。

※受付時間10：00～12：00、13：00～16：00
　（土・日・祝日・年末年始を除く）

試験映像などについてはインターネットでご覧になれます。

ナスバ（（独）自動車事故対策機構）　自動車アセスメント部
〒130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト19階
TEL：03（5608）7587　FAX：03（5608）8610

自動車アセスメント
●キーワード検索でホームページ

www.nasva.go.jp/mamoru/

チャイルドシート
安全比較BOOK

チャイルドシートアセスメント2024.3


